
「第１回生産性国際シ

ンポジウム」で特別講

演を行う松下電器産業

相談役・松下幸之助

（１９８３年５月）。

■

〝

ロ

ー

マ

宣

言

〟

の

精

神

で

　

１

９

８

０

年

代

、

生

産

性

運

動

の

国

際

展

開

は

具

体

的

な

形

で

実

を

結

ん

で

い

く

。

　

�

年

５

月

�

～

�

日

、

都

内

の

ホ

テ

ル

で

「

第

１

回

国

際

生

産

性

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

（

Ｉ

Ｐ

Ｓ

）

」

が

開

催

さ

れ

た

。

テ

ー

マ

は

「

生

産

性

向

上

に

よ

る

世

界

経

済

活

性

化

へ

の

道

を

求

め

て

」

。

Ｉ

Ｐ

Ｓ

は

、

世

界

経

済

の

再

活

性

化

を

生

産

性

の

向

上

に

求

め

た

Ｏ

Ｅ

Ｃ

Ｄ

工

業

化

委

員

会

で

の

議

論

を

受

け

て

、

日

本

政

府

が

開

催

を

決

め

、

そ

の

実

施

を

日

本

生

産

性

本

部

に

委

託

し

た

も

の

。

欧

米

各

国

・

ア

ジ

ア

各

国

な

ど

�

カ

国

４

８

１

人

の

海

外

参

加

が

あ

り

、

国

内

５

４

１

人

と

合

わ

せ

て

計

１

０

２

２

人

が

参

加

し

た

。

　

開

会

式

で

本

部

会

長

・

郷

司

浩

平

は

、

「

低

迷

す

る

国

際

経

済

の

困

難

や

矛

盾

を

克

服

す

る

の

は

、

研

究

開

発

の

振

興

や

科

学

的

経

営

管

理

と

と

も

に

、

〝

ロ

ー

マ

宣

言

〟

の

精

神

に

則

っ

た

人

間

尊

重

と

参

加

を

採

り

入

れ

た

生

産

性

運

動

の

国

際

的

復

興

、

と

り

わ

け

先

進

国

の

そ

れ

に

あ

る

と

確

信

し

て

い

る

」

と

あ

い

さ

つ

し

た

。

■

「

京

都

宣

言

」

を

採

択

　

本

部

の

�

年

度

『

事

業

報

告

書

』

は

「

本

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

は

、

生

産

性

運

動

に

歴

史

的

な

記

録

を

残

す

イ

ベ

ン

ト

と

な

っ

た

」

と

そ

の

意

義

を

高

く

評

価

し

た

。

第

２

回

Ｉ

Ｐ

Ｓ

は

�

年

�

月

、

西

ド

イ

ツ

で

、

第

３

回

は

�

年

４

月

、

米

国

で

そ

れ

ぞ

れ

開

催

。

そ

し

て

第

４

回

は

�

年

�

月

、

再

び

日

本

の

京

都

で

「

国

際

協

力

と

生

産

性

―

―

相

互

理

解

の

た

め

に

」

を

テ

ー

マ

に

開

催

さ

れ

た

。

　

最

終

日

に

は

「

地

球

社

会

化

時

代

に

お

け

る

生

産

性

向

上

に

つ

い

て

の

五

つ

の

主

張

」

（

「

五

つ

の

主

張

」

は

▽

人

間

尊

重

▽

労

使

協

力

▽

社

会

の

理

解

▽

国

際

協

力

▽

未

来

へ

の

協

力

）

を

提

案

す

る

「

京

都

宣

言

」

を

採

択

し

た

。

　

�

年

か

ら

は

、

Ｊ

Ｉ

Ｃ

Ａ

の

要

請

を

受

け

て

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

生

産

性

向

上

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

推

進

。

�

年

か

ら

は

、

発

展

途

上

国

へ

の

技

術

協

力

派

遣

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

を

推

進

し

た

。

　

さ

ら

に

、

ボ

ツ

ワ

ナ

共

和

国

か

ら

の

視

察

団

受

け

入

れ

（

�

年

９

月

）

、

中

米

域

内

産

業

技

術

育

成

セ

ン

タ

ー

の

支

援

（

�

年

９

月

か

ら

５

カ

年

計

画

）

、

東

欧

や

ソ

連

と

の

生

産

性

協

力

、

中

国

と

の

生

産

性

交

流

、

韓

国

と

の

協

力

・

支

援

な

ど

世

界

各

国

と

の

連

携

が

進

ん

で

い

っ

た

。

（

文

中

・

敬

称

略

）

【

参

考

文

献

】

『

生

産

性

運

動

�

年

史

』

（

社

会

経

済

生

産

性

本

部

、

２

０

０

５

年

）


